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【主催】 かながわ復興支援ネットワーク http://ynn-ngo.org/haiti
【お問合せ・お申込み】 ＜事務局＞ 特定非営利活動法人 横浜NGO連絡会
〒231-0001 横浜市中区新港2-3-1 TEL：045-662-6350 FAX：045-663-3263 E-mail: info@ynn-ngo.org

◆募金先 郵便振替口座
口座番号 ００２１０－２－１３４２８１
加入者名 かながわ復興支援ネットワーク
＊寄付金の10％は事務経費に充てさせていただきます。
＊募金期間：2010年4月30日まで
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子どもたちに笑顔を、地域の人々に生活再建の足がかりを
ハイチ大地震教育復興支援プロジェクトにご協力をお願いします。

1月12日午後4時53分（現地）、ハイチでＭ７．０の地震が発
生。400万人もの人々が被災し、60万人が家を失い、10万人を
超える犠牲者が出ています（数字は１月24日時点の情報）。中
米の最貧国を襲った最悪の事態に、世界中から緊急の支援が寄せ
られています。
人々を救うために、まず必要なのは、水や食料、医薬品、毛布
や衣類、テント、そして医療活動でしょう。しかし、それだけで
は、被災者が生活を再建することはできません。命をとりとめた
とき、次に必要なのは、未来へ向けて希望をもって歩き出すこと
のできる環境を整えることです。
かながわ復興支援ネットワークでは、現地とつながりを持つ県
内のＮＧＯを通じ、貧困層の子どもたちが学ぶ学校を支援するこ
とになりました。震災で痛手を被った学校を再開することは、子
どもたちが安心して過ごすことのできる場所を確保すると同時に、
その地域に暮らす人々が集うことのできる、いわば「心のよりど
ころ」をつくるという点でも、大きな意味を持ちます。地震の前
と同じように授業が行われるようになって、子どもたちが明るい
笑顔をとり戻し、また、地域の大人が学校を拠点として集まり、
力を合わせて施設や家屋の修繕、生活の糧を得るための仕事に取
り組むことができれば、ハイチの人々にとって、生活再建への１
つの足掛かりになります。
ハイチの人々に未来への希望をとどけるために、皆さまのご理
解とご協力をお願いいたします。

ハイチ大地震ハイチ大地震 被災者支援映画会被災者支援映画会

両日とも

11:00～12:50 映画上映➊
13:00～13:30 地球市民ひろば・フォーラム

「セスラ活動報告」
13:40～15:30 映画上映➋

【出演】小山田サユリ、山本耕史、アドゴニー
山田カリン(ハイチの会セスラ）、緒方 拳
かとうかずこ、宮崎美子、その他

◆皆さまの募金は、下記の県内NGOを通し
てハイチの被災者支援に役立てます。

ハイチの会セスラ （横浜市中区）
ハイチの貧しい子どもたちを、政治や宗教に
こだわることなく心から支援することを目的に
活動しています。公教育を受けられない子ども
たちと地域の発展を支援しています。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
ハイチで起きた地震で、今とても大変な状況
になっています。崩れ落ちた大統領府を見ると
胸が痛みます。電話もまだ通じないので、ハイ
チにいる友人たちの安否もまだわかっていませ
ん。どうぞ皆さんのご協力をお願いいたします。

ハイチの会セスラ特別顧問
山田カリン(ハイチ出身）

あきらめないことって気持ちいい！
大使館の派遣員としてハイチ共和国に赴任し
た三島幸子。カリブの最貧国といわれるハイチ
共和国では学校に行けない子どもも多い。幸
子の熱い思いが人々を巻き込み物語が展開。
貪欲に生きるハイチの人々、そして子どもたち
の明るい笑顔のなかで幸子は強くなっていく。

●地球市民ひろば・フォーラム「セスラ活動報告」
高岡美智子（ハイチの会セスラ代表）
山田カリン（同上特別顧問）

支援の「カンパ」を
お願いします。

予約不要。ご自由
にご参加ください。

地球市民ひろば・フォーラム「セスラ活動報告」地球市民ひろば・フォーラム「セスラ活動報告」

7日

14日

２月

ミラクルバナナ

無料（日）

（日）

あーすぷらざ
５階映像ホール



「かながわ復興支援ネットワーク」とは、神奈川県内の国際協
力ＮＧＯ、自治体、地域国際化協会、企業、労組等と一般市民
が手を取り、海外の被災地の支援に取り組む仕組みです。
寄付金は緊急支援が一段落し、支援が減る復興期に用いられ、
被災地で活動するＮＧＯによって最も困っている人々へ直接届
けられます。なお、被災地の状況は、ネットワークが主催する
報告会などで逐次確認できます。

過去の支援実績：
ジャワ島中部地震・被災地ＮＧＯ支援（2006）
ミャンマーサイクロン被害復興支援（2008）
フィリピン台風被災者復興支援（2009）

かながわ復興支援ネットワークとは

ネットワークの運営について

「かながわ復興支援ネットワーク」は常任の運営委員と災害ご
とに組織されるプロジェクト・チーム、一般の寄付者・協力者
によって成り立っています。いったん災害が発生すると、運営
委員会が開かれ、被災地の状況や県内のＮＧＯの動きなどをリ
サーチします。その後プロジェクト・チーム参入の呼びかけや、
募金活動に協力する賛同団体を募ります。

【運営委員団体】（任期2010年6月30日まで）
(財)かながわ国際交流財団、(財)横浜市国際交流協会、(特活)
草の根援助運動、(特活)地球の木、かながわ開発教育センター、
（特活）横浜NGO連絡会
【事務局】
(特活)横浜ＮＧＯ連絡会

ハイチ大地震教育復興支援プロジェクト・チーム、賛同団体 2010/2/10現在

◆プロジェクト・チーム
（財）かながわ国際交流財団、（特活）横浜NGO連絡会、
かながわ開発教育センター、(特活）草の根援助運動、
ハイチの会セスラ、(特活）地球の木

◆賛同団体
アジアの女性と子どもネットワーク、港南台タウンカフェ、

（特活）ソルト・パヤタス、（特活）神奈川県日本ユーラシ
ア協会、横浜隼人高等学校国際語科、 （特活）ＦＨＣYア
ジア障害者パートナーズ、NPO法人打鼓音、学校法人
国際学園星槎高等学校、生活協同組合コープかながわ、
三溪園（財団法人三溪園保勝会）、社会福祉法人キャマ
ラードみどりの家、神奈川朝鮮学園オモニ会連絡会、
さくら鍼灸整骨院、東アジア環境協働行動よこはま
（プロジェクト参加団体・賛同団体募集中。順次掲載させていただきます。）

●ハイチ被災地からの最新画像

◆被災者支援映画会「ミラクルバナナ」

【上映日】2月7日（日）・14日（日） 11：00/13：40
【会場案内】
かながわ国際交流財団・あーすぷらざ 5階映像ホール

JR本郷台駅下車徒歩3分
横浜市栄区小菅ヶ谷1-2-1

by：United Nations Development Programme

「ハイチの会セスラ」
が支援している学校。
被災後、復興の目処
はまだ立っていませ
ん。 被災した地域の
人々にとり学校は、
心のよりどころ。教育
を通した復興支援が
必要です。

2月6日（土）～3月7日（日） （月曜休み）
■佐藤文則ハイチ写真展 あーすぷらざ 5階国際平和展示室内

9:00-17:00（展示室観覧料がかかります）
■ハイチ児童画展 あーすぷらざ２階展示エントランス

9:00-16:30（無料）
主催：（財）かながわ国際交流財団


